
お盆・お祭り等の諸行事により、火気の取扱いが非

常に多くなることが予想され、火災の発生及び火災に

よる死傷事故を未然に防止するために実施されます。

実施期間

月 日（土） 月 日（火）

標 語

消したかな あなたを守る 合言葉

夏季火災特別警戒 つのポイント

．火気を使用するときは、その場を離れない

．子供には、マッチやライターなどで遊ばせない

．外出する時は、ローソクの火は必ず消しましょう

．花火は水バケツを用意し、子供だけで遊ばせない

．家のまわりに、燃えやすいものを置かない

横浜消防署は 月 日（日）会議室において一般町民

を対象とした、普通救命講習会を開催しました。

参加者は心肺蘇生、 の使用方法、窒息の手当、

止血方法等を 時間にわたって受講しました。

参加した受講者は 災害や事故に備えて、こうした

技術を 身につけておくことは、非常に大切なことで

す と話していました。

熱中症は、ちょっとした注意で防ぐことができます。
仕事やレジャ 、旅先では次のことに注意して下さい。

体
調
は
万
全
で
す
か
？

体
調
が
悪
い
時
は
、
暑
い
日
中
の
外
出
や
運
動
は

で
き
る
だ
け
控
え
ま
し
ょ
う
。

屋
内
や
日
陰
だ
か
ら
と
安
心
し
な
い
こ
と
。

服
装
は
適
切
で
す
か
？

通
気
性
の
良
い
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

外
出
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は
帽
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か
ぶ
り
ま
し
ょ
う
。

水
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補
給
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？

水
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ま
め
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と
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し
ょ
う
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水
だ
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ま
ず
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を
と
り
ま
し
ょ
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塩
分
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と
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ど
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渇
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ま
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で
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意
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だ
さ
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。
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失
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ポ
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熱
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予
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心
が
け
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ク
ー
ラ
ー
の
効
い
た
室
内
な
ど
に

移
動
す
る
。

衣
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を
ゆ
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め
た
り
、
脱
が
せ
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。

水
で
濡
ら
し
た
タ
オ
ル
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ど
で
手
足
や
お
で
こ
を

冷
や
す
、
う
ち
わ
で
あ
お
ぐ
の
も
効
果
が
あ
り
ま

す
。

意
識
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
場
合
は
、
座
ら
せ
て

ス
ポ

ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
を
少
し
ず
つ
何
回
に
も

分
け
て
飲
ま
せ
る
。
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意

症
状
が
治
ま
っ
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。
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な
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担当 對馬栄養士

夏
真
っ
盛
り
と
な
り
ま
し
た

が
、
み
な
さ
ん
体
調
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

水
分
は
、
一
度
に
た
く
さ
ん
飲

む
と
夏
バ
テ
を
起
こ
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

の
ど
が
渇
い
た
か
ら

水
を
飲
む

で
は
、
既
に
脱
水
症

状
が
起
き
始
め
て
い
る
の
で
遅
す

ぎ
ま
す
。
の
ど
が
渇
い
て
い
な
く

て
も
定
期
的
に

こ
ま
め
に
水
分

補
給

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

ま
た
、
清
涼
飲
料
水
に
は
多
く

の
糖
分
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

飲
み
す
ぎ
る
と
食
欲
減
退
や
イ
ラ

イ
ラ
、
消
化
力
の
低
下
、
だ
る
さ

や
疲
れ
等
を
訴
え
や
す
く
な
り
ま

す
。
と
り
過
ぎ
に
は
注
意
し
ま

し
ょ
う
！

さ
て
、
今
回
は
食
中
毒
予
防
に

つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

食
中
毒
菌
は
、
私
た
ち
の
身
の

回
り
の
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
潜
ん

で
い
ま
す
。
家
庭
で
、
衛
生
面

チ
ェ
ッ
ク
意
外
と
怠
り
が
ち
で

す
。
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た

隙

か
ら
食
中
毒
が
発
生
し
ま
す
の

で
、
安
全
で
楽
し
い
食
生
活
が
送

れ
る
よ
う
、
衛
生
面
に
つ
い
て
見

直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

以
前
、
食
中
毒
は
夏
に
集
中
し

て
起
き
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
の

食
中
毒
は
、
冬
場
に
発
生
す
る
ノ

ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
目
立
っ
て

多
く
な
り
、
食
中
毒
の
ピ
ー
ク
は

夏
と
冬
に
二
極
化
し
て
い
ま
す
。

食
品
の
衛
生
管
理
は
、

年
中
気

を
抜
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
図

】

食
中
毒
患
者
数
は
、
子
ど
も
が

大
人
の

倍
も
多
い
こ
と
を

ご
存
知
で
す
か
？

家
族
で
同
じ
物
を
食
べ
て
も
、

子
ど
も
と
高
齢
者
だ
け
発
症
す
る

ケ
ー
ス
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
少
し
の
菌
で
も
発
症
し
た

り
、
重
症
化
し
た
り
す
る
こ
と
も

多
く
あ
り
ま
す
。
な
る
べ
く
生
の

も
の
は
避
け
、
し
っ
か
り
加
熱
し

て
食
べ
る
等
、
子
ど
も
や
高
齢
者

が
い
る
家
庭
は
、
日
頃
の
食
中
毒

予
防
が
特
に
必
要
で
す
。

食
中
毒
予
防
の
基
本
は
、
食
中

毒
菌
を

つ
け
な
い

増
や
さ

な
い

殺
す

で
す
。【
図

】

包
丁
や
ま
な
板
、
ス
ポ
ン
ジ
や

ふ
き
ん
な
ど
の
料
理
器
具
類
は
、

殺
菌
し
て
い
ま
す
か
？
水
洗
い
し

て
乾
燥
さ
せ
る
だ
け
で
は
約

％

の
細
菌
し
か
除
去
で
き
ま
せ
ん

が
、
熱
湯
を
か
け
る
こ
と
に
よ
っ

て

％
以
上
の
細
菌
を
除
去
で
き

ま
す
。【
図

】

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
食
中
毒

予
防
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【図 】平成 年 食中毒発生状況
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位

位

位

【図 】食中毒予防の三原則

【図 】ふきんの洗浄方法別一般細菌数



採用予定人員、受験資格等は次のとおりです。
受 付 期 間 月 日（火） 月 日（金）
第一次試験 月 日（日）
試 験 場 所 青森市、八戸市、弘前市

なお、警察官 （男性）のみ、警視庁、埼玉県、千葉県、神奈川県
及び静岡県の警察官を志望する人も同時に受験することができます。
（受験資格は志望する都県によって異なるので、それぞれの都県に
問い合わせてください。）
また、受験資格等は変更になることがありますので、詳細につい
ては、それぞれの試験案内で確認してください。
お問合せ
青森県警察本部警務課採用係

（内 ）
または県内各警察署

楽しいはずの夏のレジャーも、毎年、海や川などの事故で多くの
尊い命が失われています。昨年の 月には、 件 人の水難事故が
発生し、そのうち 人が亡くなっています。
次の事に注意し、水難事故を起こさないように注意しましょう！
遊泳禁止の立て看板がある場所や岩場、潮の流れの早い場所では、
絶対に泳がない
保護者は、水遊びをしている子供から目を離さない
強風・高波の日は泳がない
泳ぐ前に必ず準備体操をする

婚姻、出生に関しては、特にお申し出が
ない限り広報への掲載はいたしません。
おくやみ欄について掲載して欲しくない方
は、税務町民課窓口に届出の際にお申し
出ください。

北 舘 美代世（ 歳） 塚名平
小 又 三 郎（ 歳） 新 丁
白 ふ じ（ 歳） 三保野
木野目 ヨシ子（ 歳） 百目木
沖 津 と も（ 歳） 吹 越
赤 坂 正 志（ 歳） 豊栄平
太 田 は る（ 歳） 大豆田

杉山 瑠
る

香
か

（女 ）秀 樹（新 町）

毎月 日は 県民交通安全の日 ・ 日は 高齢者交通安全の日

区分

町村別

平 成 年 平成 年
前 年 比

月 中 累 計 累 計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

人身事故

物損事故

区分

町村別

平 成 年 平成 年
前 年 比

月 中 累 計 累 計
発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者 発生 死者 傷者

人身事故

物損事故

次の方から善意をいただきました。
ありがとうございました。
財団法人日本民謡協会 教授 森川弘彩

， 円
（ どっこい民謡うた祭り 公演での募金）

鳥 山 和 誠（有 畑）
川 向 麻衣子（岩手県）

森 川 知 宏（烏帽子平）
沖 津 美 保（吹 越）

試験種別 採用予定人数 受 験 資 格

警察官 （男性） 未定 昭和 年 月 日から平成 年 月 日までに生
まれた者。
ただし、大学を卒業した者及び平成 年 月 日
までに大学卒業見込みの者を除く。警察官 （女性） 未定
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